
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び
自ら考え
る力の育
成

・自分の思いを伝え合
う子どもの育成に努
める。

・学級経営目標を年度当初に明確
に設定し、思いを伝えたり、伝え
合ったりする力の育成に取り組む。
・公開保育や実践事例研究を行
い、自分の思いを伝え合う力の育
成を意図した保育を展開する。

・園での教育活動により、伝え合
う力の育成ができたという評価が
８０％以上になる。
・月１回実践事例を出し合ったり、
学期に１回以上の園内研究会を
行ったりし、思いを伝え合う力を
育成するための教師の援助につ
いて検証する。

A

・「人の話を聞く力や自分の思い
や考えを言う力がついてきた」と
いう項目についての評価が９８％
であった。教育内容についての
理解が深まっている。
・今後も実践事例を出し合い、思
いを伝え合う力の育成のために
意図的な教師の援助を実践して
いく。

・保護者と共に教育を考
え、推進していく連携の
形をこれからも大切にし
ていく。
・職員会議や研修会など
を通してより教師の意図
性のある教育が提供で
きるようにしていく。

他者が何をしているのかを見て
話を聞き、何を思っているか、何
をすればいいのかを考えることが
教育の中で大切にされていること
がわかった。子どもが自ら考える
力をつける為には大人のかかわ
りが大切である。年間を通して4･
5歳児のペア活動は互いにいい
影響があり教育としての意義が
あると感じた。

直接体験
を通して
子どもが
心を動か
す保育の
推進

・園の特色でもあるビ
オトープなどの園庭の
自然物を取り入れた
保育を工夫する。

・月１回ビオトープ研修会を実施す
る。
・昆虫館の学芸員を招聘し、様々な
虫に興味をもてるような機会をつく
り、保育室で生き物を飼育する機会
を増やす。
・畑や花壇で野菜や花の栽培を行
い季節を感じられる機会をもつ。

・ビオトープ研修会を月1回実施
する。
・自然を取り入れた教育について
の評価を９０％以上にする。

A

・月１回のビオトープ研修会を継
続して行うことができた。
・アンケート結果では９８％で達
成できた。

・園の特色であるビオ
トープを活用した教育活
動を引き続き展開してい
く。保護者や４歳児対象
の内容についてもさらに
検討し、計画的に実施し
ていく。

保育室の環境として季節の自然
や生き物などが子ども達が興味
を持てるように工夫して準備され
ていることがいい。五感を用いた
実体験が重ねられるように園庭
等の環境整備を今後も継続して
実施して欲しい。

子どもの
健やかな
体づくり

・体力向上に視点を
あてた保健活動を充
実させていく。

・運動遊び専門の講師を招聘し、体
力向上に努める。
・保健の話や研修会の実施等を通
して啓発を進めていく。

・保健の話を月１回実施する。
・保健の話を基に、健康カレン
ダーを随時配布し、健やかな体づ
くりを進める。
･外部からの専門の講師を年７回
程度招聘し、楽しみながら体を動
かす機会をつくる。

A

・アンケート結果では９６％で達
成できた。
・保育の中での運動遊びや運動
遊びを取り入れた健康カレン
ダー、講師を招聘した運動遊び
に継続して取り組む。

・講師を招聘した運動遊
びの活動を年間で計画
していく。４歳児について
も内容を検討していく。

運動遊びに子ども達が積極的に
取り組んでいたので、継続して取
り組んで欲しい。4歳児も実施し
ていって欲しい。「ほけんの話」は
視覚的に分かりやすく工夫されて
いて、子ども達もよく理解してい
た。

特別支援
教育の推
進・充実

・個別指導計画を作
成し、実践、評価を進
めていく。
・特別支援に視点を
あてた保護者研修会
を実施し、インクルー
シブ教育を進めてい
く。

・個別指導計画を基に保育を進め、
記録や話し合いを通して子どもの
成長や課題を全職員で共通理解す
る。
・特別支援教育に視点を当てた懇
談会を年６回実施し、保護者啓発
を進めていく。

・特別支援教育についての話し合
いを月２回実施し、個別指導計画
に基づいた指導を実施する。
・特別支援教育に視点を当てた
懇談会を年６回実施し、保護者啓
発を行う。

A

・特別支援教育の推進について
は、園内の意識向上を進めるこ
とができた。
・今後も教師間での連携を大切
にしながら、個別支援計画に基
づいた指導を実施する。

・特別支援教育について
の職員会議を月２回実
施し、専門的な教育活動
が実施できるようにす
る。
・懇談会についても年６
回実施する。

インクルーシブ教育について保
護者の意識を深める話や研修会
があればいいのではないか。全
ての人が生きやすい社会になる
為に理解を深めるには重要な事
である。担任と担当者が連携し教
育の保障ができるように考える。

人権教育
の推進・
充実

・保護者と連携して、
自尊感情の育成に取
り組む。

・人権についての意識を高める機
会をつくり、保護者・幼児に啓発を
行う。・人権教材「ほほえみ」「いた
みっこおやくそくカード」などを必要
に応じて活用し、自尊感情の育成
に努める。・伊丹市人権・同和教育
研究大会で自尊感情の育成につい
て実践したことを発表する。

・人権教育に視点を当てた学級
懇談会を年１回行う。・自尊感情
の育成について、保育の中で工
夫していることの情報交換を積極
的に行う。・伊丹市人権・同和教
育研究大会で自尊感情を育み、
互いのよさや違いを認め合う保育
についての発表を行う。

B

・自尊感情についてのアンケート
においては９８％の評価であっ
た。
・人権を大切にした保育につい
て、懇談会を実施し、保護者啓
発を進めることができた。・LGBT
等を尊重した教育活動の実践に
取り組み、子どもの自尊感情を
高める活動を意識し実施してい

・日々の教育活動の中で
の教師の対応について、
職員会議の中で必ず振
り返り、人権意識を高め
る努力をする。
・人権を視点とした学級
懇談を年１回実施する。

「にこにこタイム」で子ども達の家
庭や園での様子を聞いていると、
それぞれに個性があり違いや良
さを認めてることができ、保護者
の啓発につながっていると感じ
る。今後も是非続けていって欲し
い。また、参加者が増えるように
工夫する必要もある。

教
師
の
教
育
力
の
向
上

教職員研
修の充
実・人材
の育成

・質の高い教育活動
が行えるように個々
の教師の力を育成す
る。

・質の高い教育活動に向けて、幼
児理解を基盤とした保育のあり方
についての話し合ったり、園内研
究、共同研究を進めたりしていく。・
実践してきた保育の成果をまとめ、
１１月に研究発表会を行う。・教師
それぞれが目標を設定し個々の課
題に向かって研修会に参加する等
して専門知識を深め資質向上に努
める。

・保育計画・幼児理解についての
話し合いを週１回実施する。
・園内研究会を学期に１回以上、
共同研究園との交流を学期に１
回以上実施する。
・１１月に伊丹市教育委員会指定
研究発表会を行う。

B

・研究発表会を通して、幼児理解
を基盤とした保育の大切さを感
じ、保育実践に努めることができ
た。
・園全体の教育の向上について
意識をもち、教師同士がかかわ
り合って育とうとする意識をもつ
ようにする。

・園内での研修の充実を
図り、学期に１回の園内
研修会を実施し、教職員
の資質向上に努める。
・共同研究会に積極的に
参加し、教育内容等につ
いて学び合うようにす
る。

研究会でのいい評価を受け止
め、その成果を今後の教育に
しっかりとつなげていって欲しい。
教師として自分がどうであった
か、教育として責任を果たせたか
をを振り返り、日々教育の質の向
上に努めていって欲しい。

平成２8年度　学校評価総括表　　伊丹市立伊丹幼稚園                                                                                                   

重点目標

教育目標 心豊かでいきいきと生活する子ども

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
の
育
成

１　一人一人に応じた環境を構成し、個性を生かす保育をすすめる。　　２　友だちと共に伸びようとする仲間づくりを進める。
３　健やかな心と体づくりを進める。                                         　　　　４　.家庭・地域社会との連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりに取り組む。

項目

確
か
な
学
力
の
向
上



安全管理

・危機管理体制の整
備を進める。
・安全指導を進めてい
く。

・危機管理体制として、避難訓練や
不審者対応・交通マナーを身につ
けるなどの指導を定期的に実施し
ていく。
・降園指導や交通安全教室などを
実施し、意識を高めていく。
・流行性疾病などの情報を伝え、早
期予防を啓発していく。

・避難訓練を年３回、防災訓練を
年１回、交通指導などの安全指
導を月１回は実施する。
・流行性疾患について、予防がで
きるように随時保護者に直接呼
びかけをする。
・園の教育や情報で安全意識が
高まった評価が８０％以上にな
る。

A

・安全管理については、危機管
理体制の整備を進め、職員、子
ども、保護者がそれぞれに訓練
などを通して意識できるように
なった。今後も計画的に進めてい
く。

・訓練等を通して、安全
管理についての意識を
高めていく。緊急時の行
動が的確にできるように
訓練の内容を変え、臨機
応変に対応できるように
する。

降園指導は、子どもにも保護者
にも改めて日々の登降園で注意
すべき事が確認でき、交通安全
に対しての意識が高まるので引
き続き実施していただきたい。

学校園情
報の積極
的な発信

・保護者への情報発
信を工夫し、園教育
への理解を図る。

・保育の内容を保護者や地域に発
信していく機会をつくり、教育に対
する理解を進めていく。
・ビデオ等を活用した懇談会や幼稚
園だよりやクラスだよりなどを定期
的に発信していく。

・園での教育内容を視覚を通して
伝える保育を語ろう会を年５回実
施する。
・幼稚園の教育内容や家庭教育
の啓発につながるたよりを月１回
発行する。
・HPの更新を月１０回実施する。

B

・学校園情報の積極的な発信に
取り組み、HPについては月１０回
以上更新できた。
・ビデオ等を活用した懇談会を年
３回以上実施し、教育活動につ
いてのアピールを進めていく。

・園の教育内容を理解し
てもらい、保護者と連携
して教育活動が推進でき
るように、情報発信に引
き続き取り組んでいく。

（保育を語ろう会年５回、
地域のたよりに園の情
報を掲載する、クラスた
より等を月１回発行）

行事を実施する時は事前にその
教育の意図と子ども達がどのよう
にして向き合ってきたのかを具体
的に保護者に伝えることでより信
頼関係が築かれていき、教育へ
の理解度が深まる。

保護者の
関係の構
築

・園内行事を通して子
どもへのかかわりの
機会を設定し、子育て
の楽しさを共感し連携
を深めていく。

・PTAが参加しているサークル活動
の組織を活用し、園や子どもへの
かかわりの機会を意図的につくって
いく。
・おやじの会を年４回計画的に実施
する。・誕生会の出し物を誕生児の
保護者が行うようにし、保護者同士
のかかわりが深まる機会をつくる。

・誕生会の出し物を保護者が毎
月実施し、子どもへかかわる機会
をつくる。
・おやじの会を年４回実施したり、
随時サークル活動を実施し、保護
者間の連携が深まるようにする。

A

・保護者同士の関係は良好で評
価も高かった。
・子育て推進事業としての「おや
じの会」についての賛同が１０
０％であったので、今後も継続し
て実施していくようにする。

・保護者のサークルが活
躍する場の工夫（未就園
児の会、参観日など）を
進めることとおやじの会
（年６回）等の活動を実
施し、保護者同士の関係
づくりに今後も取り組む。

保護者同士の関係が良好でつな
がりの強さを感じる。グループ登
降園やサークル活動等を通して
保護者同士が助け合う関係が築
かれている。互いに個性を理解し
認め合うことが、より良い子育て
につながる。ＰＴＡ活動の内容に
ついては説明を丁寧に行っていく
といい。

子育て支
援

・未就園児と園児の
交流を行う「なかよし
いたみっこ」を行い、
幼稚園教育への理解
を広げる。
・地域へ子育て支援
に関する情報の発信
を行う。

・なかよしいたみっこ、園庭開放、み
んなのひろばなどの機会を生かし
て園の教育を伝える。
・バースデートークを行い、どの保
護者も日々の子育てを楽しめるよう
にする。

・なかよしいたみっこを年１０回実
施する。
・みんなのひろばやむっくむっく
ルームと随時連携し、園の教育を
知ってもらう機会をつくり、子育て
支援の評価が８０％以上になる。

A

・未就園児対象の子育て支援事
業「なかよしいたみっこ」の活動
が定着し、参加者が増えた。
・子育て支援についての評価も１
００％であった。
・さらに内容を充実し、園が子育
て支援のセンター的役割を担うこ
とができるように取り組む。

・なかよしいたみっこの
活動を年１５回程度実施
しさらに充実した子育て
支援を行えるようにして
いく。
・バースデートーク（年１
２回）の内容を工夫し子
育て支援をさらに進めて
いく。

未就園児との交流は、子育て支
援だけではなく、園児にとっても
年下の子ども達と触れ合う良い
機会となっている。その機会を生
かして、園での教育について説
明したり、園の保護者に自園のよ
さを伝えていただいたりしていくと
いい。

組
織
運
営

業
務
改
善

・園務分掌を責任を
もって遂行し、業務改
善への意識をもつ。

・園務日程を立て、計画的に職員
会議や作業に取り組む。
・園務分掌上の仕事に各職員が責
任をもって取り組む。
・ノー残業デーについての意識を高
める。

・効率のよい業務についての意識
を高め園務分掌についてそれぞ
れが責任感をもって園運営にか
かわっていく。
・月１回作業日を設定し、全職員
で効率よく作業に取り組む。
・職員会議を時間を決めて行う。

B

・時間短縮の工夫をさらに進め、
効率のいい業務執行ができるよ
うにしていく。
・職員の年休取得率をさらにあ
げ、快適な職場環境をつくり、業
務改善を進めていく。

・職員が園務分掌での役
割を自覚し、率先して活
動に取り組むように組織
改善を進めていく。
・効率のよい業務につい
ての意識をさらに高め、
年休取得率をあげてい
く。

園としての活動内容について再
検討していく必要がある。年間を
通しての行事を捉え、精選してい
くことも考える。また、行事につい
ては、年度当初に説明を丁寧に
していくことも大切である。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
自園の特徴的な教育内容をさらに園内外に分かりやすくアピールし、幼児教育の大切さを伝えていく。子育て支援のセンター的な役割をしっかりと果たしていく。

学校関係者評価総括
保護者と幼稚園の良好な関係が築くことができている。年間を通しての教育の取り組みが、保護者の信頼のもと運営できている。

開
か
れ
た
・
信
頼
さ
れ
る
園
づ
く
り


